










■
一
般
事
務
職 

二
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は
、

教
育
委
員
会
な
ど
の
部
課
お
よ
び

そ
れ
ら
の
出
先
機
関
で
行
政
事
務

に
従
事
） 

■
一
般
技
術
職 

一
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は
、

出
先
機
関
で
専
門
技
術
的
業
務
に

従
事
） 

■
保
健
師 

一
人
（
市
長
部
局
ま
た
は
、
出

先
機
関
で
専
門
技
術
的
業
務
に
従
事
） 

■
消
防
職 

六
人
程
度
（
市
内
消
防
署
な
ど

で
消
防
士
と
し
て
勤
務
） 

■
病
院
事
務
職 

一
人
（
市
立
総
合
病
院
ま
た
は
、

老
人
保
健
施
設
で
医
療
事
務
、
医

療
相
談
業
務
に
従
事
） 

  ■
一
般
事
務
職 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

日
本
国
籍
を
有
す
る
方 

■
一
般
技
術
職 

大
学
卒
業
程
度
の
土
木
科
ま
た

は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
学
科
を
専

攻
し
た
方
で
、
昭
和
五
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本
国

籍
を
有
す
る
方 

■
保
健
師 

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有 

（
見
込
み
）
者 

■
消
防
職 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

男
子 

■
病
院
事
務
職 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
（
医
療
事

務
経
験
者
ま
た
は
医
療
事
務
な
ど

に
意
欲
の
あ
る
方
） 

※
い
ず
れ
の
職
も
、
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
の
各
号
（
成
年
被
後

見
人
な
ど
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。 
  

第
一
次
試
験
は
、
七
月
二
十
三

日
（
日
）
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
実

施
し
ま
す
。 

一
般
事
務
職
・
消
防
職
・
病
院

事
務
職
は
、
午
前
九
時
か
ら
教
養

試
験
お
よ
び
適
性
検
査
、
消
防
職

に
あ
っ
て
は
加
え
て
体
力
試
験
、

一
般
技
術
職
・
保
健
師
は
、
午
前

十
一
時
か
ら
専
門
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

第
一
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、

八
月
中
旬
（
予
定
）
に
受
験
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。 

一
般
事
務
職
・
一
般
技
術
職
・

保
健
師
・
消
防
職
の
第
二
次
試
験

は
、
九
月
初
旬
（
予
定
）
に
、
文

化
プ
ラ
ザ
で
面
接
試
験
（
人
物
お

よ
び
常
識
的
知
識
に
つ
い
て
の
口

述
試
験
）
、
体
力
試
験
（
消
防
職

を
除
く
）
、
作
文
試
験
（
一
般
技

術
職
・
保
健
師
を
除
く
）
を
実
施

し
ま
す
。 

ま
た
、
病
院
事
務
職
の
第
二
次

試
験
は
、
八
月
下
旬
（
予
定
）
に
、

市
立
総
合
病
院
で
面
接
試
験
（
人

物
、
常
識
的
知
識
お
よ
び
専
門
知

識
に
つ
い
て
の
口
述
試
験
）
、
作

文
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

最
終
合
格
者
を
決
定
の
上
、
一

般
事
務
職
・
一
般
技
術
職
・
保
健

師
・
消
防
職
の
合
格
者
に
は
、
十

月
初
旬
（
予
定
）
に
、
病
院
事
務

職
の
合
格
者
に
は
、
九
月
初
旬 

（
予
定
）
に
通
知
し
、
来
年
二
月

上
旬
（
予
定
）
の
健
康
診
断
で
異

常
が
な
け
れ
ば
四
月
一
日
（
予
定
）

で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。 

 
 ■

一
般
事
務
職
・
一
般
技
術
職
・

保
健
師
・
消
防
職
・
病
院
事
務
職 

▽
大
学
卒
＝
十
七
万
二
百
円 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
一
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）
。 

  

受
験
申
込
書
（
秘
書
広
報
課
職

員
係
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま

で
に
同
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
職
員

係
（
内
線
２
０
７
）
へ
ど
う
ぞ
。 



■
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師 

あ
わ
せ
て
三
十
人
程
度
（
市
立

総
合
病
院
ま
た
は
老
人
保
健
施
設

に
勤
務
） 

  

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有 

（
見
込
み
）
者 

※
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
各

号
（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
。 

  

七
月
二
十
日
（
木
）
午
前
八
時

五
十
分
か
ら
、
市
立
総
合
病
院
で

面
接
試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識

お
よ
び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口

述
試
験
）
、
作
文
試
験
を
実
施
し

ま
す
。 

合
格
者
を
決
定
の
上
、
八
月
上

旬
（
予
定
）
に
合
格
者
に
通
知
し
、

来
年
二
月
上
旬
（
予
定
）
の
健
康

診
断
で
異
常
が
な
け
れ
ば
、
四
月

一
日
（
予
定
）
で
採
用
を
決
定
し

ま
す
。 

  

■
助
産
師 

▽
大
学
卒
＝
二
十
万
七
千
五
百
円 

■
看
護
師 

▽
大
学
卒
＝
二
十
万
七
千
五
百
円 

▽
短
大
三
卒
＝
二
十
万
千
六
百
円 

■
准
看
護
師 

▽
准
看
護
師
養
成
所
卒
＝
十
五
万 

七
千
百
円 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
一
回
定
期 

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）
。 

  

受
験
申
込
書
（
市
立
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
六
月
一
日
か
ら
七
月

七
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま

で
に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
資
格
所
有
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院
総

務
課
（
　
○55
２
１
１
１
・
内
線
２

８
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。 

今臨時会で議決された議案などは、次の通りです。 
■人事案件　▽土岐市監査委員の選任同意 
■予算関係　▽平成17年度土岐市一般会計補正予算　
▽平成17年度土岐市曽木地区市有林管理特別会計補正
予算 
■条例関係　▽土岐市税条例の一部改正　▽土岐市都
市計画税条例の一部改正　▽中部圏都市開発区域の指
定に伴う土岐市固定資産税の不均一課税に関する条例
の一部改正　▽土岐市国民健康保険条例の一部改正　
▽土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部改正　
▽土岐市立病院使用料、手数料及び利用料徴収条例の
一部改正 
■その他　▽中央本線土岐市構内３６６ｋ２５７ｍ付
近停車場踏切拡幅工事に関する協定の締結 
■常任・特別委員会などの構成（敬称略、◎＝委員長、
○＝副委員長） 
●議会運営委員会＝◎加藤昊司、○奥村関也、小関祥
子、塚本俊一、石川嘉康、金津保、柴田正　、山内房
壽 
●企画総務常任委員会＝◎水野敏雄、○宮地順造、小
関祥子、石川嘉康、奥村関也、森信行、三輪洋二、　
井由美子 
●文教厚生常任委員会＝◎久米要次、○山内房壽、速
水栄二、土本紳悟、柴田正　、布施素子、小栗恒雄 

●建設経済常任委員会＝◎佐分利　、○丹羽英治、塚
本俊一、日比野富春、加藤昊司、金津保、西尾　久 
●研究学園都市対策特別委員会＝◎土本紳悟、○　井
由美子、日比野富春、石川嘉康、奥村関也、金津保、
森信行、柴田正　、水野敏雄、西尾　久、宮地順造 
●首都機能対策・市街地活性化特別委員会＝◎速水栄
二、○布施素子、小関祥子、塚本俊一、加藤昊司、久
米要次、三輪洋二、佐分利　、山内房壽、小栗恒雄、
丹羽英治 
●行政改革特別委員会＝◎久米要次、○塚本俊一、日
比野富春、石川嘉康、柴田正　、水野敏雄、布施素子、
佐分利　 
●東濃西部広域行政事務組合議会議員＝三輪洋二、久
米要次、水野敏雄 
●東濃農業共済事務組合議会議員＝三輪洋二 
●農業委員会委員＝佐分利　 



市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
目
に
見
え
る

形
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
平
成

四
年
度
か
ら
下
水
処
理
水
で
の
ホ

タ
ル
の
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
、
セ

ン
タ
ー
職
員
と
一
緒
に
家
族
で
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

対
象
・
定
員 

 

家
族
・
三
十
組 

活
動
内
容 

 

家
族
単
位
で
、
一
個
の
飼
育
水

槽
を
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

自
分
た
ち
で
幼
虫
に
カ
ワ
ニ
ナ

や
野
菜
（
カ
ワ
ニ
ナ
の
エ
サ
）
を

与
え
た
り
し
て
、
成
長
を
手
助
け

し
ま
す
。 

そ
し
て
、
大
き
く
な
っ
た
幼
虫

を
掘
り
出
し
て
放
流
し
、
六
月
に

ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
観
賞
し
ま
す
。 

ま
た
、
卵
を
産
ま
せ
る
た
め
に

捕
獲
の
手
伝
い
も
し
ま
す
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

▼
七
月
中
旬
〜
下
旬
…
幼
虫
の
飼

育
開
始 

▼
十
一
月
上
旬
…
幼
虫
を
掘
り
出

し
、
屋
外
飼
育
水
路
へ
放
流 

▼
四
月
下
旬
…
幼
虫
の
上
陸
観
察

会 ▼
六
月
中
旬
…
ホ
タ
ル
の
観
賞
と

捕
獲 申

込
方
法 

 

六
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
に
、

市
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
・
氏
名
・
保
護

者
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 



私
の
遠
い
記
憶
の
中
に
、
窯
焼
き
の
男

衆
は
、
「
タ
イ
シ
ョ
ー
」
、
女
の
中
に
は
、

「
ゴ
ッ
サ
マ
」
「
ネ
ー
サ
マ
」
と
尊
称
で

呼
ば
れ
、
男
女
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
仕
事

場
の
長
的
役
割
を
持
っ
て
重
用
さ
れ
て
い

た
「
モ
ロ
」
の
風
景
が
あ
り
、
そ
の
周
り

で
は
、
時
に
は
し
か
ら
れ
な
が
ら
、
終
日
、

粘
土
で
服
を
汚
し
て
遊
ん
で
い
た
子
ど
も

た
ち
の
姿
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

急
速
な
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
陶

磁
器
産
業
の
現
場
は
機
械
化
が
進
み
、
人

の
息
遣
い
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に

限
ら
ず
、
超
情
報
化
時
代
に
至
る
人
の
暮

ら
し
の
中
で
、
人
と
し
て
変
え
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
変
わ
り
、
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い

現
実
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
先
人
た
ち
の
英
知
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
風
習
な
ど
は
、
地
域
の

宝
と
し
て
、
大
切
に
次
の
世
代
の
人
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。 

一
方
で
、
人
の
意
識
の
底
に
根
強
く
残

る
因
習
は
、
方
向
を
見
誤
ら
な
い
よ
う
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
も
思
い
ま
す
。 

平
成
十
一
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
関
心
を
持
ち
、
機
会
を
見
つ
け
て
は

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
苦
難
の
道
の
り

を
歩
ん
だ
女
た
ち
の
思
い
が
、
実
っ
て
生

ま
れ
た
法
律
だ
と
知
り
ま
し
た
。 

全
て
の
人
が
、
生
ま
れ
、
生
を
全
う
す

る
ま
で
男
女
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
互
い

の
違
い
（
個
性
）
を
尊
重
し
合
っ
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
難
し
い
法
律
や
条

例
な
ど
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

物
作
り
の
伝
統
と
高
い
技
術
を
誇
り
、

そ
の
時
代
の
新
し
い
風
も
取
り
込
む
懐
の

深
い
こ
の
地
に
、
じ
わ
じ
わ
と
染
み
込
む

よ
う
、
地
道
な
積
み
重
ね
が
地
域
の
土
壌

を
さ
ら
に
豊
か
に
し
、
誰
も
が
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
土
岐
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
が
浸
透
し
て
い
け
ば
良

い
と
、
市
民
の一
人
と
し
て
願
っ
て
い
ま
す
。 



火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
に

有
効
な
手
段
は
、
消
火
器
で
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
、
落
ち
着
い
て
操
作
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一.

　
安
全
ピ
ン
を
上
に
引
き
抜
く 

安
全
ピ
ン
が
付
い
た
ま
ま
の
状
態
で
は
、

ど
ん
な
に
レ
バ
ー
を
強
く
握
っ
て
も
消
火

剤
は
出
て
き
ま
せ
ん
。 

二.

　
ホ
ー
ス
の
先
端
を
消
火
器
か
ら
外
し
、 

火
元
に
向
け
る 

消
火
剤
の
出
る
勢
い
は
、
か
な
り
強
い

の
で
、
先
端
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
火
元

に
向
け
て
く
だ
さ
い
。 

三.

　
レ
バ
ー
を
握
る 

レ
バ
ー
を
握
る
こ
と
に
よ
り
、
消
火
器

内
に
炭
酸
ガ
ス
が
充
満
し
、
そ
の
圧
力
で

粉
末
消
火
剤
が
ホ
ー
ス
か
ら
外
に
押
し
出

さ
れ
ま
す
。 

 
消
火
器
は
、
使
用
の
際
に
内
部
に
高
圧

ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、
古
く
な
り
腐
食

し
た
消
火
器
は
、
外
容
器
が
吹
き
飛
ん
で

し
ま
い
、
大
け
が
や
死
亡
事
故
に
も
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
実
際
、
数
人
の
方
が

事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
消
火
器
の
容
器
（
本
体
）
に
さ
び
、
傷
、

変
形
は
な
い
か
。 

・
消
火
器
は
古
く
な
い
か
。 

・
消
火
器
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
亀
裂
が
生
じ

て
い
な
い
か
。 

一
つ
で
も
該
当
す
る
項
目
が
あ
れ
ば
、

使
用
は
避
け
、
業
者
に
よ
る
点
検
、
買
い

替
え
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

土
岐
市
で
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て

も
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
消
防

署
、
販
売
業
者
ま
た
は
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
業
者
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

水
に
ぬ
れ
る
所
、
湿
気
の
多
い
所
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。 

直
射
日
光
の
当
た
る
所
、
高
温
に
な
る

所
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

消
火
器
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

北
消
防
署
　
　
　
○53 
０
１
１
９ 

南
消
防
署
　
　
　
○58 
０
１
１
９ 

濃
南
分
駐
所
　
　
○52 
０
１
１
９ 



詳
し
く
は
、商
工
観
光
課
へ
ど
う
ぞ
。 

大気中の二酸化炭素やメタンなどのガスは、太陽
からの熱を地球に封じ込め、地表を暖める働きがあ
ります。これらのガスは、ちょうどビニール温室の
ビニールの役割を果たすので、温室効果ガスといわ
れています。 
温室効果ガスにより地球全体の平均気温は、約15 
℃に保たれていますが、近年、その温室効果ガスが
増え過ぎることによって、地球の温暖化を引き起こ
していることが問題となっています。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
一般にスポーツ界においてよく耳にしてきた言葉

ですが、ようやく最近になってこの言葉の意味の大
切さ、重さを感じさせられるようになりました。　3　
つのうち、どれが欠けても（心身とも健全でなくて
は、いかに技術があろうとも、主客の心を一つに結
び心和むときを過ごし）おいしいお茶をたてること
ができないことに気付きました。 
カタカナのはんらんしている昨今、もう一度初心

に帰って世界に誇れる日本の伝統文化を見つめ直し、
茶の湯に精進しなければと感じるようになりました。
皆さま方も　1　日に一度は、座して心静かに一服のお
茶を喫し心を癒やしてください。 
 
一口メモ（流派によって異なることあり） 

 
春や秋、季節の良いころ、自然をめでながら楽し

むお茶で、茶箱、茶籠など道具一式を仕組みを用い
て瓶掛などで行われる。茶会の場合も、場所や趣向
を凝らすところに面白さがある。立礼の点前が多く
行われる。 

ビンカケ 

リュウレイ テマエ 



肥
田
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
、
「
三
つ
の
親
し
む
活
動
」
を
通
し

て
、
生
き
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。 

一
、
本
に
親
し
む
活
動 

・
確
か
な
知
識
や
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
豊
か
な
心
を
培
い
ま
す
。 

①
毎
週
水
・
金
曜
日
の
朝
の
時
間
に
、
全

校
一
斉
に
読
書
を
し
て
い
ま
す
。 

②
読
書
月
間
に
は
、
教
師
や
保
護
者
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
た
り
、
家
庭
で
の
親
子
読
書
の
取
り

組
み
を
奨
励
し
た
り
し
て
ま
す
。 

③
校
内
の
三
つ
の
図
書
館
を
、
利
用
目
的

別
に
工
夫
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

          

二
、
人
に
親
し
む
活
動 

・
地
域
の
人
や
仲
間
と
か
か
わ
り
な
が
ら

学
ぶ
活
動
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心

を
培
い
ま
す 

①
東
濃
養
護
学
校
と
交
流
し
て
い
ま
す
。 

②
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

・
肥
田
町
青
少
年
育
成
大
集
会 

・
肥
田
町
敬
老
会 

・
肥
田
町
文
化
祭 

         

三
、
自
然
に
親
し
む
活
動 

・
自
然
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
生
命
尊
重

の
心
を
培
い
ま
す 

①
人
権
推
進
校
（
県
指
定
）
と
し
て
、
花

を
育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
米
づ
く
り

（
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
）
体
験
を
し

て
い
ま
す
。 

平成16・17年度　東濃地区教育推進協議会 
学校図書館教育賞・奨励賞受賞 

肥田町文化祭への参加児童全員の 
作品展示 

上肥田の水田で稲刈り体験（5年生） 



 

 
乳幼児の保護者 
 
市民 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者 

市民  

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
 
平成17年　6　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 

40歳以上の女性（市で
の検診は、　2　年に　1　回
です。昨年受診された
方は、今年は対象では
ありません） 

　6　月23日（金）
 

  
　6　月26日（月） 
 
 
　6　月29日（木） 
 

　7　月　6　日（木） 
 
　6　月29日（木）  
 

　6　月27日（火）  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

下表参照（※1）
 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 
午後　1　時～　3　時30分 
 

午前10時～午後　1　時  

午後　1　時15分～　2　時 
 
 
午後　1　時～　3　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
午前　8　時40分～11時 
午後　1　時～　3　時30分 

 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 

保健センター  

 
東濃保健所  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
保健センター 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定員20人 
もぐもぐ教室は、先着10人
まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

要予約 
東濃保健所（　○23

 
1111・内

線362）または、保健センター  
 
 
 
 
 
 
 

問診、医師による視診・触診、
両側乳房エックス線撮影 
要予約 
定員：午前・午後各50人 
料金：1,000円 

　1　．麻しん、風しんいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことがないお
子さんは、　6　月15日（木）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　7　月からですが、　6　月26日以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約して
くだい。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防
接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

【健康とき21】より 
 

そのためには… 
★　デンタルフロスや歯間ブラシを活用しよう！  
歯ブラシの毛先が届きにくい歯と歯の間は、デンタルフロスや歯間ブラシで汚れをきちんと落としましょう。 
初めて使うときは、歯科医師や歯科衛生士の指導を受けるとよいでしょう。  

★　定期的に歯科健診を受けましょう！  
初期の歯周病は、自覚症状がないまま進行するので、　1　年に　1　回は健診を受けましょう。 
また、定期的に歯石も取ってもらいましょう。 

★　タバコは歯の大敵！！ 
タバコのニコチンは、抹消の血管を収縮させるため、タバコを吸うと歯肉の血液循環が悪くなり、歯周病を悪化させます。 
歯の健康のためにも、禁煙をおすすめします。 

紫外線の影響は、地域や個人によって異なりますが、紫外線の影響が強い直射日光下での活動は、でき
るだけ控えるとともに状況に応じて次のことに気を付けましょう。 
①　しっかりした生地の衣服を着る。　　② 　帽子をかぶる。　　③　サングラスを利用する。 
④　日傘を使う。　　⑤　日陰を利用する。　　⑥　日焼け止めクリームを上手に使う。 

※1  月 日 曜日 実施時間 
 
9
 20 水 午後 

  27 水 午前・午後 
  3 火 午前・午後 
 10 12 木 午前 
  16 月 午後 

 月 日 曜日 実施時間 
  8 火 午前 
 8 18 金 午前 
  21 月 午前・午後 
  30 水 午前 
 9 15 金 午前・午後 

 月 日 曜日 実施時間 
 6 27 火 午前 
  3 月 午前 
 
7
 6 木 午後 

  21 金 午前 
  27 木 午前・午後 



◆日時　　7　月　2　日（日）午前　9　時～ 
◆場所　駄知体育館 
◆部門　　トリムの部（18歳以上の男
女・　3　人以上）　　レディースの部
（18歳以上の女性・　5　人以上） 
◆参加資格　市内在住・在勤の方 
◆参加料　　1　チーム　2,000円（保険料
含む） 
◆申し込み　スポーツ振興課または、
最寄りの公民館に備え付けの参加申込
書に必要事項を記入の上、　6　月22日
（木）までに、市バレーボール協会・
桑原誠さん（〒509-5122　土岐津町土
岐口　892-3）へ郵送してください。 
詳しくは、同協会・桑原さん（　○54 
3232）へどうぞ。 
 
 
 
 

◆募集人員　　1　人 
◆受験資格　高卒以上39歳以下（昭和
41年　9　月　2　日以降生まれ） 
◆採用予定日　　9　月　1　日 
◆試験　　第一次試験（小論文）＝　7　
月　9　日（日）　　第二次試験（面接）＝
　7　月23日（日）（予定） 
◆給料　170,200円（大卒者、平成18
年度ベース） 
◆手続き　セラミックパーク美濃で交
付する受験申込書に必要事項を記入の
上、　6　月30日（金）までに同パークへ
提出してください。 
詳しくは、（財）セラミックパーク

美濃・永田さん（　○28 3200）へどうぞ。 

小･中・高・養護学校などで使用す
る教科書の展示会を行います。 
◆期日　　6　月16日（金）～29日（木） 
（月曜日を除く） 
◆場所　土岐市図書館 
詳しくは、教育研究所へどうぞ。 
 
 
 
 
◆期日　　6　月22日（木）・23日（金） 
◆場所　セラトピア土岐 
◆受講料　9,680円（テキスト代含む） 
◆申し込み　東濃産業労働協会 
詳しくは、同協会へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
市では、平成14年度より地籍調査に
着手しました。本年度は、昨年度に土
地の境界を確認していただいた区域で
の地籍測量、下石町・妻木町の一部で
土地の境界の確認と駄知町の一部で立
会の準備を予定しています。 
実施区域など詳細については、本紙

　7　月　1　日号でお知らせする予定です。 
詳しくは、地籍調査推進室へどうぞ。 
 
 
 
 
　7　月28日（金）から開催する、「や

きものと味覚～近現代の食文化～」と
題した企画展で、明治時代から現代ま
での食文化を、台所や食卓で用いられ
たやきものを中心にして紹介する予定
です。しかし、一般家庭でどのように
用いられていたのかは、記録が少なく
わからないため、「台所・食卓にまつ
わる思い出」や「今でもお持ちの食器
類についてのお話」を教えてください。 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 

市では、介護保険サービスの利用者
負担の軽減を図るため、介護保険施設
に入所している方およびショートステ
イを利用した方の居住費、食費の自己
負担額を軽減しています。 
下記の条件を満たす方は、福祉課へ

申請して「介護保険負担額限度額認定
証」の交付を受け、サービス事業者に
提示してください。 
◆条件　　市民税世帯非課税（利用者
本人および家族全員が市民税非課税）
の方　　老齢福祉年金を受けている方
　生活保護世帯の方 
詳しくは、福祉課介護保険係へどうぞ。 
 
 
 
 
木造住宅の所有者の方が、岐阜県木

造住宅耐震診断士による耐震診断を受
ける場合や、その診断結果が基準以下
であって、耐震補強工事を行う場合は、
その費用の一部を助成する制度があり
ます。 
助成をご希望の方は、建築住宅課に

備え付けの申請書に必要事項を記入の
上、所定の添付書類を添えて申請して
ください。 
●耐震診断 

◆対象住宅要件　在来の軸組み工法に
よる建物で、床面積の　1　／　2　以上が居
住用であること 
◆助成金額　診断費用の　2　／　3　以内の
額で上限　2　万円まで 
●補強工事 

◆対象住宅要件　耐震診断の結果が基
準以下で、昭和56年　5　月31日以前に着
工された　2　階建て以下の建物 
◆助成金額　工事費の　7　／10以内の額
で上限84万円まで 
◆募集件数　それぞれ10件（先着順） 
◆締め切り　10月31日（火） 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 

生活において困った事や心配な事
について、対応します。 
■場所　泉岩畑町　3　丁目　2　番地 
（　○55 0602） 
■開所時間　毎週月曜日～土曜日、
午前　8　時30分～午後　4　時30分 
詳しくは、福祉課（内線156）へ。 



◆講習期間　　7　月　4　日（火）～　9　月20
日（水）までのうち24日間 
◆場所　セラトピア土岐 
◆対象　健康で働く意欲のある60歳代
前半層の方 
◆定員　20人程度（応募者多数時は抽
選。選外の通知はしません） 
◆受講費　無料（テキスト代別途必要） 
◆締め切り　　6　月16日（金）消印有効 
◆申し込み　福祉課、各支所または、
市シルバー人材センターに備え付けの
パンフレットの申込書に必要事項を記
入の上、県シルバー人材センター連合
会へ郵送してください。 
詳しくは、市シルバー人材センター

（　○57 3810）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆期日　　7　月22日（土）・23日（日） 
◆場所　トヨタ白川郷自然学校（白川村） 
◆対象　県内在住の小学　4　年生～　6　年
生の児童とその親（　2　人　1　組） 
◆定員　親子25組（応募多数時は抽選） 
◆参加費　　1　組10,000円　※　2　組相部
屋、　1　泊　4　食 
申し込みなど詳しくは、県産業労働
部産業政策課（　058-272-1111・内線
3049）へどうぞ。 

　5　月21日（日）、市総合公園野
球場で市長旗争奪土岐市高等学校
野球大会が開催されました。結果
は、次の通りです。 
●優勝　土岐商業 

●　2　位　土岐紅陵 

『危険物』とは？ 
消防法で定めれれているもので、
一般的に次のような危険性を持っ
た物品を言います。 
　1　．火災発生の危険性が大きい 
　2　．火災拡大の危険性が大きい 
　3　．消火の困難性が高い 
※私たちの身近なものでは、ガソリ
ン・灯油・油性塗料などがあり
ます。 

◆募集期間　　6　月　9　日（金）～16日（金） 
◆資格　　市内に居住または、勤務し
ている方　　同居または、同居しよう
とする親族があること（入居予定日か
ら　3　カ月以内に結婚する方を含む）。
ただし、昭和31年　4　月　1　日以前の生ま
れで常時、介護を必要としない方は単
身入居可（今回は、西之洞、旭ヶ丘、
若宮に限る）　　収入が基準以内で、
市税を完納していること 
◆その他　　入居日は、　7　月中旬ごろ
を予定　　入居家族のうち、収入のあ
る方全員の平成18年度所得課税証明書
（　6　月　9　日から税務課で交付）が必要 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
突然の病気や事故などに対応できる

よう、普通救命講習会を開催します。 
◆日時　　6　月25日（日）午前　8　時45分～正午 
◆場所　北消防署防災センター（肥田
浅野笠神町） 
◆定員　30人程度（先着順） 
◆内容　AEDを用いた心肺蘇生法と応
急手当の方法の習得 
◆参加費　無料 
◆申し込み　　6　月18日（日）までに、
電話（○53 0119）で、北消防署救急係へ
お申し込みください。 
詳しくは、北消防署救急係へどうぞ。 

市では、土岐市地域包括支援センタ
ーに所属し、介護予防支援事業に従事
する支援員を募集します。 
◆募集人員　20人程度 
◆勤務場所　土岐市役所 
◆資格　　介護支援専門員の資格を有
する方　　保健師の資格を有する方　
　社会福祉士の資格を有する方　　看
護師の資格を有し、地域ケア、地域保
健などの業務に従事した経験のある方
　社会福祉主事の資格を有し、高齢者
保健福祉に関する相談業務などに　3　年
以上従事した経験のある方 
※上記のいずれかに該当する方 
◆任期　　7　月　1　日～平成19年　3　月31日 
◆選考方法　書類審査、面接 
◆報酬　業務内容に応じた算定額 
◆手続き　市販の履歴書に必要事項を
記入の上、資格取得証明書（写し）を
添えて、　6　月23日（金）までに、福祉
課高齢者係へ提出してください。 
詳しくは、同係へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　6　月13日・20日・27日の火曜
日、午前10時～正午（全　3　回） 
◆場所　ウエルフェア土岐　3　階会議室 
◆対象　初心者点字講座を受講された
方で、今後も活動できる方 
◆定員　25人 
◆参加費　無料 
申し込みなど詳しくは、市社会福祉

協議会（ウエルフェア土岐内）へどうぞ。 






